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気持ちを切り替えて望んだ決勝レースですが、スタート直後から激しい雨になり、６周を過ぎたころ波多野君がペースダウンしてしまいました。

だけに、非常に悔やまれます。そして応援していただいた皆様にも申し訳ないという気持ちでいっぱいです。
てピットインをせざるを得ませんでした。これは僕のミスです。波多野君には申し訳なかったと思っています。もう少しで１０番以内が見えていた

畑中　健太郎

しばらくしてピットに戻ってきました。スイッチボックスに水が大量に入りピットレーンスピードリミッターが作動し続けてしまったため、安全を考え

･･･。狙っていただけに悔しい結果でした。

レーシングサプライ

こんなかたちでSUGOのレースは終わってしまいましたがまたすぐに鈴鹿でレースがあります。
この悔しい気持ちをうまくつなげていって頑張りますので、応援よろしくお願いします。

さて皆さんお待たせいたしました。
全日本後半戦がスタートしました。場所はスポーツランドSUGO。杜の都仙台に程近い緑に囲まれたサーキットです。
毎年８耐終わってすぐのためライダーもチームも疲れています。（笑）
テストはそれこそ８耐と同じ気温・路面温度です。ただしさすが東北！！風がやや心地よく感じられました。
しかしレースウィークは一転気温は下がり１８度！！更に雨！！完全に失敗です。夏服しか持ってきていないため後発隊が到着するまで半そで
を重ね着するなどして悪あがきをするしかありませんでした。
しかも半端ではない雨でした。事前テストで自己ベスト近くまで出ていたのでここは一発ドライで走りたいところですがなかなか天気が許してくれ
ません。雨セットを出すために走り出してみたところ大雨です。雨の量が半端ではないのでグラベルの泥が川になって流れてくるようです。
コースの至るところでそういった川が出来てくるとパワーのあるJSBマシンはストレートもまともに走れなくなります。
波多野君もホームストレートを上りきる手前からホイールスピンしたりしていました。
予選の波多野君は残念でした。ノックアウト予選でしたが、１２番以内は３セッション目に進むことができます。
２セッションの最後１２位でチェッカーを受けて３セッション目にいけると思いきや、直後にチェッカーを受けたライダーがわずかに上回り予選終了
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